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保育者・教員養成大学における不適応予防のための実践
生活面と学習面から学生をアセスメントする

武蔵由佳（都留文科大学）

キーワード：不適応予防，学校生活満足度尺度，大学生

問題と目的

大学生の中途退学者は，全学生数（中途退学者，

休学者を含む ， ， 人）のうち ％（ ，

人）であり，中途退学の理由とその割合を見

ると，①経済的理由 ％（ ， 人），②転学

％（ ， 人），③学業不振 ％（ ，

人），④就職 ％（ ， 人）となっている（文

部科学省， ）。大学では，学生が中途退学に至

る前の，大学に来ている段階でどのような学生支

援を行うのかについて問われていると考えられる。

本研究では学校生活面および学習面における不

適応感の視点から学生をスクリーニングし，中途

退学に至る前に学生を支援する方策について検討

することを目的とした。

方 法

調査内容 調査対象の大学生に「 （大学

生版）（河村， ）」中の「学校生活満足度尺度」，

「学校生活意欲尺度」，「ソーシャルスキル尺度」

への回答を求めた。

学校生活満足度尺度（河村， ）

学校生活満足度尺度は，大学生活における満足

度を承認得点と被侵害・不適応得点の つの下位

尺度から測定するものである。また，承認得点と

被侵害・不適応得点を縦横の 軸にとり，学生の

学校生活における満足感を「学級生活満足群」「非

承認群」「侵害行為認知群」「学級生活不満足群（要

支援群）」 群に分けて理解するものである。

）取得単位および累積

学生の取得単位数および累積 （

）から 学習面での不適応を把握すること

とした。

調査手続き 年生は前期 月と後期 月に，

年生は後期 月に， 年生は 年次の 月末に行

われる新年度のオリエンテーション時に用紙を配

布し，学生の同意を得て実施した。

結果と考察

．調査結果

気になる学生の抽出

①要支援群の学生の把握

学校生活面における学生の不適応感については，

要支援群の学生を抽出して把握した。ただし，こ

れまで学生の情報は担任しか知り得なかったため，

学科の教員全員が，支援が必要な学生の様子を把

握できるように一覧表を作成した。

②不適応感をもつ学生の把握

（大学生版）では，「 ．精神面や情緒

面に強い不安を抱える傾向のある学生」，「 ．侵害

行為（いじめ）等を受けていると感じている学生」，

「 ．孤立感が強い学生」，「 ．退学・転学を考え

る傾向のある学生」，「 ．学習意欲が低い学生」，

「 ．人間関係やソーシャルスキルに課題のある学

生」を特定できる。情報共有した方がよいと思わ

れる内容を取り上げ，一覧表に記した。

③取得単位と累積 の把握

学習面についての不適応感については，学生の

取得単位数や から把握した。

．実践結果

本調査および実践から，以下のことが明らかに

なった。①生活面と学習面の両方から不適応傾向

を示している学生をアセスメントし，早期に把握

することで，教員からのサポートを増やすことが

できれば，学生の学校生活満足度および学校生活

意欲は高まる。特に教員との関係および学校の支

援体制得点が高まる。②単位取得状況や を確

認することで，生活面もしくは学習面の一方で苦

戦している学生，両方で苦戦している学生など，

支援ニーズの大きさが分かり，どの学生から支援

をすればよいかが明確になる。また大学内のサポ

ート機関の教職員と協働して対応することが可能

となり，対応のスピードが速くなると考えらえる。
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高等学校におけるソーシャルエモーショナルラーニングの教育効果

○原田恵理子（東京情報大学） 渡辺弥生（法政大学）

キーワード：社会性，感情，ソーシャルエモーショナルラーニング

問題と目的

近年，学校教育現場において社会性や感情の育成が

注目されている。その背景には，「考え議論する」こと

や「主体的・対話的で深い学び」が教育活動で重視さ

れていることに加え，対人関係や意欲・関心，自尊感

情，進路や将来の生き方にまで影響することがあげら

れる（ ， ；渡辺， ）。そのため，社会性

と感情を育むことは教育の本質であるとし，すでに海

外では積極的に が実践されている。子どもたちの

学校生活，キャリア，人生において，スキルや態度，

価値観を獲得するためには，モチベーションや耐性力，

目的意識などの価値観に加えて，責任や誠実さのもと

に互いの多様性を認め，困難な課題に取り組むコミュ

ニケーション能力も必要となってくる。国内において

もクラスワイド・スクールワイドで実践は広まりを見

せているが，援助ニーズが高い高校を対象とした実践

はない。そこで，本研究では，ソーシャルスキルトレ

ーニング（原田・渡辺， ；渡辺・原田， ）に

感情の視点を加えたプログラムを作成し，社会性と感

情，自尊感情における教育効果を検討をすることを目

的とする。

方 法

実施時期： 年 月

調査対象：公立高等学校（ 部定時制）の 年生の生

徒 名（男子 名，女子 名）を対象に実施した。

手続き：総合的な学習の時間における道徳教育として

位置づけ，感情に焦点化したソーシャルスキルトレー

ニングを 回実施した。実施者は，不登校回復委員会

主任教員が行った。プログラムの実施にあたっては，

主任教諭と相談して学校全体に提案し，管理職の学校

運営においても実施の意義を共有し，主任教員と授業

の打ち合わせを行った。特に，他教科や教育相談との

関連，事後活動への接続教科、フォローアップのため

の環境整備などを確認した。さらに，実施の意義と

の体験を内容とする教員研修を行った。

ターゲットスキルとプログラムの内容：①自分の感情

に気づく，②自分の感情と捉え方に気づき感情と上手

に付き合う，をターゲットスキルとし，感情に関する

知識（感情リテラシー）と感情のコントロールを学ぶ

ため，感情の可視化（見える化）に焦点化した。なか

でも，感情が私たちの生活に与える影響，ネガティブ

な感情とポジティブな感情のバランスの重要性，感情

の気づきと自分の感情の捉え方の傾向が重視される内

容であった。

効果測定：①学習への取組意欲，学習の理解度；生徒

による記録のチェック表を用いて 段階評定。②中学

生用社会的スキル尺度（嶋田， ）；「向社会的スキ

ル」「引っ込み思案行動」「攻撃行動」の 因子 項

目 段階評定。③自尊感情尺度（渡辺・山本， ）；

「他者の評価」「自己の価値観」「社会的場面におけ

る不安」「失敗不安」の 因子 項目 段階評定。④

中学生用 尺度（豊田・桜井， ）；「他人

の情動の評価と認識」「情動の利用」「自分の情動の

調整」自分の情動の評価と表現」の 因子 項目 段

階評定。評価は， を実施する前の 月上旬に 回

目（実施前），実施終了後の同年 月上旬に 回目（実

施後）を行った。

結果と考察

「学習への取組意欲」の平均値は ，「学習の理

解度」の平均値は と高い評価であった。欠損値を

除いた履修群（両方参加） 名と不完全履修群（両方

参加以外） 名を対象に，授業参加前後の平均値を比

較（ 検定）し，次に履修群と不完全履修群の

得点変化（後－前）の平均値を比較（ ’ 検

定）したところ，履修群の「ソーシャルスキル総合得

点」（ ）と「情動の利用」（ ），不完全履修

群の「他者の評価」（ ）の平均値に有意な上昇が

認められた。次に，両群の授業参加前得点差を調整し

た授業参加後の得点差について，従属変数を授業参加

後の尺度得点，独立変数を群（履修・不完全履修），共

変量を授業参加前の尺度得点とする共分散分析

（ ）を行い，各群の修正平均とη を算出した。

その結果，「自分の情動の評価と表現」に有意差が認め

られ，修正平均は履修群が不完全履修群より高く，効

果も中程度であり，授業の効果は小さくはない。（

，η＝ ）。

以上より，感情に焦点化した は，他人の情動に

対する評価と認識の向上が示唆され，意欲的に授業に

参加し理解もできる内容であることから援助ニーズが

高い高校の生徒に適したプログラムと考えられる。一

方，不完全履修の場合はネガティブな「他者の評価」

が高められるため，欠席者へのフォローアップの在り

方を検討した教育計画が必要であろう。
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